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AIホスピタルプログラムの概要

ＡＩ、ＩｏＴ、ビッグデータ技術を
用いた『ＡＩホスピタルシステ
ム』を開発・構築・社会実装し、

高度で先進的な医療サービ
スを提供するとともに、医療
機関における効率化を図り、
医師や看護師などの医療従
事者の抜本的な負担の軽減
を実現する。

医療は

医学・工学・薬学・ゲノム研究
などの急速な進歩に伴って

高度化
複雑化
先進化
多様化
している

超高齢社会における
・医療の質の確保
・医療費増加の抑制
・医療分野での国際的競争力の向上
･医療現場での負担軽減（働き方改革）
に寄与する
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ビックデータベースとその解析は何に役立つのか？

病気の背景となる
遺伝的要因・生活要因

生活指導による病気の予防・
病気の重症化予防・
健康診断の個別化

病気を起こす仕組み 新しい診断法・治療薬の開発

患者間の多様性
病気の正確な診断と
最適な個別化医療

大震災時のバックアップ
健康寿命の延長

治療期間の短縮・医療費の削減
労働人口の確保

医療機関が変わっても診療情報の確保
不幸が起こっても速やかな身元確認
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医療現場で必要な人工知能機能－１

正確な画像診断・
病理診断補助

画像診断医・病理診断医の頭にある
アルゴリズムを人工知能に組み込む

患者に起こる危険な
兆候の察知

ウェラブルな装置の情報を含めた
データ解析による医療従事者への

速やかな情報伝達

薬剤の誤投与・画像
データ見過ごしなどの
人為的ミスの回避

人工知能を利用したモニタリングに
よる誤投与などエラー警告システム

遠隔地でも正確な診断が可能となる

多様な病気の背景に
応じた個別化医療

遺伝子・ゲノム情報やその他の情
報に基づく精密な病態把握とそれ
に基づく治療法・薬剤選択
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医療現場で求められている人工知能機能－２

人工知能を利用した双方向コミュニ
ケーションシステムの構築と、それら
による医療従事者への教育と評価

双方向コミュニケーションシステム
による人工知能を利用したイン
フォームドコンセントの補助。双方向
で患者・家族の知識に応じて説明の
レベルを調整することができる。

年間約30倍に増えると推測されている医療関連情報や続々と開発される診断機
器・治療機器・医薬品情報などの最新情報へのアクセスが困難な状況。専門家ー
医療従事者間、あるいは、医療従事者ー患者･家族間の知識ギャップの拡大。

医師・看護師の口述、患者さんとの
会話を文章に残すシステムの開発

医師や看護師の負担の軽減
働き方改革への寄与

最先端情報の共有

インフォームドコンセントなどの補助

医師や看護師などは患者さんや家
族への説明で多大な時間と労力を
割いている(燃え尽き症候群の一因）。

一方、患者・家族は画一的な説明に、
不満が蓄積している。

パソコン画面ではなく、患者さんと
向き合った診療時間の確保
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プロジェクトのゴール

大規模医療データベースの構築
AIによる解析

詳細な患者情報に基づく先端的・効率的
でより安全な医療の提供
コミュニケーション支援による医療従事
者の負担軽減

医療機関や
家庭での環境
・室 温
･湿 度

・明るさ
・空気洗浄度

・食 事

・睡 眠
など

バイタルサイン
・活動状態
・運動機能

・血 圧
･心電図

・心拍数

・呼吸数
・血 糖

など

環境センサー

ウエアラ
ブル端末

バイタル・
センサー

位置センサー

患者

情報

療養環境・バイタルサインなどの

リアルタイムモニタリング

ビッグデータ
サーバー

CT・MRI

画像等

遺伝子
解析等

連携病院

医療スタッフ

中央情報管理

情報

その他精密検査情報

病理
検査等

AI

患者病態の正確な把握
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参加している研究グループ
ST 研究責任者 所属研究機関 研究開発プロジェクト名

A 本多 周一 (株)情報通信総合研究所
ｾｷｭﾘﾃｨの高い医療情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの構築とそれらを利用した医療有
用情報の抽出、解析技術等の開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

B

宇賀神 敦 (株)日立製作所 AIを用いた医療現場向けｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ技術の開発

園生 智弘 TXP Medical(株) 診療録ﾃｷｽﾄﾃﾞｰﾀ自動構造化と音声ｺﾏﾝﾄﾞによる医療記録の自動化

長堀 薫
国家公務員共済組合連
合会 横須賀共済病院

患者、ｽﾀｯﾌに優しい病院になるための、AIを用いた診療時記録の自
動入力化、ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄ時の双方向ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの開発

八田 泰秀 日本ﾕﾆｼｽ 診療記録を用いた医師支援AIの研究開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

湯川 洋一郎 (株)ＮＴＴﾃﾞｰﾀ
AIを用いた診療時記録の自動文書化及びｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄ時のAIに
よる双方向ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの開発

C

池田 裕一 ｵﾘﾝﾊﾟｽ(株) 内視鏡AI操作支援技術の研究開発

猪子 英俊 ｼﾞｪﾉﾀﾞｲﾌﾞﾌｧｰﾏ(株)
ﾘｷｯﾄﾞﾊﾞｲｵﾌﾟｼｰとAIを用いた低侵襲がん術後再発超早期診断ｼｽﾃﾑ
の開発

山口 敏和 (株)ﾋﾞｰ･ｴﾑ･ｴﾙ
AI技術の支援を取り入れたﾘｷｯﾄﾞﾊﾞｲｵﾌﾟｼｰによる超高精度がん診断
ｼｽﾃﾑの標準化・実装化

D

五十嵐 隆
国立研究開発法人国立
成育医療研究ｾﾝﾀｰ

小児・周産期病院におけるAIﾎｽﾋﾟﾀﾙ機能の実装に基づく実証研究

北川 雄光 学校法人慶應義塾 未来型医療ｼｽﾃﾑの基盤となるAIﾎｽﾋﾟﾀﾙの実装と展開

木村 正
大阪大学医学部附属

病院
AI基盤拠点病院の確立

佐野 武
公益財団法人

がん研究会有明病院
人工知能を有する統合がん診療支援ｼｽﾃﾑ

E 江原 悠介 PwCあらた
有限責任監査法人

「AI ﾎｽﾋﾟﾀﾙの研究開発に係る知財管理等、ｼｽﾃﾑの一般普及のた
めの技術標準化・Open/Close 戦略、官民学連携のためのﾏｯﾁﾝｸﾞ等
に関する対応」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（「医療情報活用基盤」を通した、AI ﾎｽﾋﾟﾀﾙ
関連技術展開のための基盤創出にむけて）
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研究グループ間の連携体制
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マッチングファン
ド・PPP/PFI

支援

知財･オープン/

クローズ戦略･国
際標準化戦略

患者等ネット
ワーク構築

概念・制度（国際
状況含む）構築

実
証
情
報
の
還
元

センサー・AIを利用
した双方向患者説
明システム

退院時サマリー等患
者資料作成システム

対象成分分離技術、
AI活用超精密解析法

バイタルデータ、遺
伝子データなど包括
した分析システム

センサー機器、AI技
術を活用した内視鏡

等の開発

既存電子カルテシ
ステムとの整合性
検証試験

医療現場における
センサー機器・AI

等の実証試験

センサー機器の実
証試験に基づく
分析と検証

リアルタイムモニ
タリングシステム
の構築

レジリエントなシス
テムの確立

診療会話文書化
システム

サブテーマC

サブテーマB サブテーマ D

標
準
化
関
連
情
報
の
提
供･

共
有

情 報 抽 出

秘 密 計 算

秘密分散保存

標
準
化
関
連
情
報
の
提
供･
共
有

サブテーマ EサブテーマA

セキュリティ
の高い医療
情報データ
ベースの構築

それらを利用
した医療有用
情報の抽出、
解析技術等
の開発
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研究グループ間の連携体制
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PwCあらた有限
責任監査法人

実
証
情
報
の
還
元

国立成育医療
研究センター

慶應義塾大学
病院

大阪大学
医学部付属病院

がん研究会
有明病院

サブテーマC

サブテーマB サブテーマ D

標
準
化
関
連
情
報
の
提
供･

共
有

標
準
化
関
連
情
報
の
提
供･
共
有

サブテーマ E

サブテーマA

情報通信
総合研究所

日立製作所

TXP Medical

横須賀共済病院

日本ユニシス

NTTデータ

オリンパス

ジェノタイプファーマ

BML マッチングファン
ド・PPP/PFI

支援

知財･オープン/

クローズ戦略･国
際標準化戦略

患者等ネットワー
ク構築

概念・制度（国際
状況含む）構築

協力参加機関
（予算無し）
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サブテーマA:セキュリティの高い医療情報データベースの構築と
それらを利用した医療有用情報の抽出、解析技術等の開発

医師・看護師等
患者

秘密分散DB

医学検査･統計等分析･診
断･治療(薬物選択含む)AI

診療・問診記録AI

（会話解析(方言・多言
語対応)）

成長する用
語辞書

成長する
シーソラス辞書

言語分析用
辞書＆AI

診療録
看護記録等

秘密計算
System

秘密計算
System

医療・医学仮想
データベース

秘密計算DB

秘密計算system

患者
医師・
看護師等

ブロックチェーン技術
スマートコントラクト機能
情報通信プロトコル

成長する
コーパス
辞書

スマート
ウオッチなど
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サブテーマB： 医療従事者と患者・家族のアイコンタクト診療・
説明時間を確保するための人工知能の活用例

診療時音声情報のAIによる文章化パソコン見ない
で、こっち向い
て話してよ！！ 検査結果は少しよ

くなっていますね。

何か聞きたい事はあ
りませんか？

ちゃんと目を見
て話してくれて、
信頼できそう！

ほとんど、こっ
ちを見ていない
じゃないの！！

僕に任せて、患者さ
んを向いて話をして
あげて！

AI君

今

AIの診察場面での活用

「サブテーマA」と
「サブテーマB」に
参画している企業で
共通の辞書作成の
ための連携

日本標準の作成

SIPシンポジウム2018 11

５

年
後
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サブテーマB：人工知能による患者さんへの説明・同意プロセスの補助

どの人の説明を受
けたいですか？

めがねをか
けた男性が
いいわ！

双方向の会話

どの色の鳥さんと
お話したい？

子供の場合には漫画の
キャラクターなど

多言語でできれば、外国人患者の日本への受け入
れやこれらのシステムの海外導出も可能となる
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サブテーマC：リキッドバイオプシーによる超精密医療

１．がんのスクリーニング

２．術後の腫瘍細胞残存の有無

３．分子標的治療薬などの選別

４．再発の超早期診断

５．抗がん剤治療の効果判定

組織を採取するよりも、侵襲性が低く、安
全で、安価に検査ができる

１．低いがん検診率。症状が出てから、
進行がんと診断されるケースが少なく
ない。早期に診断されると治癒の可
能性が高くなり、治療費が節減される。

２．治療効果や再発の有無をより精度
高く、早く判定できる。

３．治療法を適切に判定できるため、
無駄な抗がん剤の副作用を回避でき
る。

４．分子標的治療薬の選択にも応用で
きる。
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サブテーマC：AIを利用した安全で迅速な大腸内視鏡検査

・空間を認識して先端を自動的に曲げる機能

・先端の圧センサーで必要以上に腸壁を圧迫しない機能

・腸壁を傷つけずに自動挿入

・医師は画面に集中でき、見落としを防げる

14

・習得に時間がかかるため、病気の増加に医師の育成がまったく追いついていない。
・経験が浅い医師が挿入すれば、検査の目標である盲腸到達まで30分
・千例の経験をもった医師であれば、5分程度で盲腸に到達
・検査時の疼痛、最悪の場合には腸穿孔

大腸がんによる死亡数は
がんによる死亡のうち、

男性は第3位
女性は第1位
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人工知能＋医療・DNA情報のデータベース化は国の命運に関わる

健康寿命の延長
最適化個別化医療
医療の質の向上
医療費の費用対効果の改善
医療費の増加抑制
労働人口確保・働き方改革
国際的競争強化
大災害対策

ゲノム情報に基づく
個別化予防
個別化医療

中国や韓国では
すでに始まっている

医療現場における
人的エラーの回避

人工知能 クラウドシステム（医療・DNA情報）

専門家と医療関係者間・
医療関係者と患者や家族
間の知識ギャップを埋める
医療現場の負担軽減

有用情報の発見から
画期的新薬・診断法の開発

患者さんに最適で安
全な治療法・治療薬

の選択

大災害時に
患者さんの疾患・治療情報
の速やかな提供（抗がん剤
の治療歴・腎透析履歴）
不幸があっても、
速やかな個人識別

医療情報の管理
データベース

アクセスキーワード

生産性革命
社会変革

社会的課題への対応
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計画全体の目標

○セキュリティの高いデータベースシステムの構築・医療有用情報抽
出。医薬品・医療機器・医療情報産業の活性化。

○少なくとも10医療機関で、『ＡＩホスピタルシステム』を導入。安全で
精度が高く、ストレスフリーのモデル病院システムの運用開始。

○ＡＩを利用した遠隔画像・病理診断や自動大腸内視鏡検査の実装。

○AIを活用した血液による超精密診断法の臨床現場への導入。がん
分野での経済的効果として、治癒率の向上（5年生存率の10%向上）
と年間数千億円の医療費削減。

○AIによる音声を文章化するシステム（診察室での会話・看護記録）
やインフォームドコンセント補助システムの運用による医療従事者
の負担軽減。


